
不足医師数の合計  

（注）「比率」は各区分の施設数を全回答施設数にて除したもの。  

プ＼．診療科別定＿＝に対する小足医帥敢   

回答医瞭施設（ノ）【村師走H合計に対する小足数は・仲人とのl喜一1符結果であてノた＝   

診睦科劇では、「内科」がいl人と最も多く、次いで「整形外科」が7人、「耳目．嘲喉  

杵」、「祀如人相」及び「放射線科」がそれぞれ1人不足であノ＿ノた：＝   

さらに、「小児科」、「皮購科」、「外利・」、「泌椚芹利・」及び「リハビリテーション科」  

がそれぞれ2人、「神掛勺杵榊稚耕）」、「搬酔科」、「脳神経外科」、「小リ上外剛、「附：1・」  

及び「人l二透析杵」がそれぞれ1人不足であった。   

地域別では、村山地域が用人、揖仁地域が！）人、祈賜地域が7人、伴内地域が】5人  

それぞれ不足であった。  

斉 し・ト ー・▲ 定員i二1Jする不足医師歌；地域テiい訂・碕享・雄】  

村山地域  最上地域  置賜地域  庄内地域  

足   足   
√▲1 疋   不   定   不   定   不   数   

「▲・， 田   不  定  不  
数   貝   数   

内科   18   6   4   9   4   2   3  33  14   

神経内科（神経科）  

小児科  3   1  2   5   2   

外科  9   2   9   2   

整形外科   15   6   3   18   7   

脳神経外科  3   1  3   

小児外科   2   2■   l   

皮膚科  2   3   2   

泌尿器科  3   3   6   2   

産婦人科   2   3   2  4   9   4   

眼科   I  
l   

耳鼻咽喉科   2   2   2   2   6   4   

リハビリテーション科  
2   2   

放射線科   5   2  2   2   9   4   

麻酔科  2   2   

人工透析科  

合計   45  18  21   9  15   7  29  15  110  49   

地域別にみた．勧舶判岨三日に対する不足医師数  

次に、不足医帥数について、地域別にl診療科ごとの‡掛友上ほ比ると、柑‖りl掴では、  

「州：ト」「捌二三外科」がともにh人（ニー二i∴i％i、「放射線科」が∠人（ll．1？も）などとな  

2（i   



一■ 
l、「 ・′ノしい／J  

J！＝・＿地域で烏、！▼首沌Ii人手＝がごノ／、iJ2．∠？らiのほか、「lブ川・」「小児科」巨路盤外相」  

r減局ぷ雄一」「リ′一、ヒリテーーション科」用嗣朝敵外科」りしし二速断什」が′こjLぞゴし巨J㌧で  

」一」′  
・i’）／∴・ノ▼  

．m牲肛域では、「再利・」が∴1人｛謳．昌％う、「皮桁村」「汀石川仰三村」「放射隷村」がそ  

れそ木1ノ、、とな・ノていヱノ‥   

‥三卜吊抽麦では、「内科」が㌻人‖告㍗い、「耳晶碑冊雄一」「外什」がともにご入電i二i．ご〔モ≠！一  

「神津宮碓仁丹膵銅車」「′卜氾利・」「皮枯け＝「麻酔利」「泌尻語三捕・」「リハビリテーション  

杜；「推緑人材」】‾軋射線科」がともにl人であ一ノた二  

‥      －  
．   

－・ ・●     ：・  －  

村山地域  最上地域  置賜地域  庄内地域  合計   

内科   33．3％   11＿1％   5臥8％   】9▼7％  28．9でも   

神経内科（神経科）  6．6㌔   2．0？」   

小児科  lト摘  6．6‰   ヰ＿0？も   

外科  13．2でも   4＿0％   

整形外科   33．3！ム   11．1つふ  14，1？も   

脳神経外科  11．1ヤー  2．0うi   

小児外科   5．6ヤも  2＿0？も   

皮膚科  13．7％   4．0モム  

泌尿器科  11．1％  

6＿即ふ  

6．6？も  4．0？b   

産婦人科   5、6％   22＿2㌔  7．9％   8．5％   

眼科   5＿即も  2．0？ふ   

茸鼻咽喉科   5．即ふ  ！3．7％   13．2％   8．1％   

リハビリテ¶ション科  】】＿】㌔  5．6㌔   4．0㌔   

1仁1qも  ．   ふ七㌔  一  

放射緯亭斗  100．09も   
11．1？も  13了㌦       s，1？ム   

イ：j ヒソ）不足医師数   ・別定日に目す乙地域ご  

そのう ■】地域すべてで不足⊥ている診療科は、「内科」〟）み（′iノ箋人、て、 ら柚il地域  

がii人、最上地域l人、苗場地域■1人、店内地域3人とな一ユてい′乙。   

H触嶋で不足Lている．か斬科は、「上目小幌喉満・」「放射線科」が1！＝・．地域を除く㌻地域  

で、「正婦人什jが祈腸地域を除く㌃地域で不．足Lている。   

∴軋戌で小吏㌧ている▲似顔科は、「小県科」が最卜．軋桟及び圧内地刃て、「皮出汁」が  

田咽肋域及〃≠I勺地場で、「泌尿器刃・」がiIこ卜＿地域ノ史びJ‾＝甘地域で、「リハビリテーショ  

ン杵」がJ！と卜地域及び圧内地域て、「l捌二；外科」が付出地域張力W」．地域でそブい？、トト  

足していぺ「神経出汁（神絹渕上「和桐1・」「外手里「脳神経外科」i張付」「人＝左折  

」7   



付」ろ・・どは1地域でり）ム不足であった。  

‾ ‾ エ  
、ナ  ー／ 冨1＝¶      ≡こ．弓・顎一夏－I三．≡‡即一ニ ‾  ナー1▲1J■㌫ ，↑唖、－  

村山地域  最上地j或      合計   

内寿斗   42＿0㌔   7．0㌔   300？I   21．0㌔  100＿0ウi   

神経内科（神経科）  100＿0％  100＿仇   

小児科  50．0％  50＿0％  100．0％   

外科  100．0㌔  tOO．0で■   

整形外科   85．7％   14．3！も  100＿仇   

脳神経外科  100＿仇  100．0ワi   

小児外科   l00．帆  100．0㌔   

皮膚科  50．0ち   50．0ヽ  100一肌   

泌尿器科  50－0％  50．0ち  100．仇   

産婦人科   23，即も   47．6，i  28．6㌔  100．0％   

眼科   100．眺  100．仇   

耳鼻咽喉科   25，0％  25．0％   50．0％  100．0％   

リハビリテーション科  50．0％  50．0㌔  】00．仇   

放射線科   50．0％  25．0㌔   25．0％  100．0つi   

麻酔科  100．0㌔  100．仇   

人工透析科  100．0％  100．αも   

合計   36．4％   18．2号ふ   】4．7％   30．7？ふ  100＿0㌔   

∫－：‡・■ト：りソ、外のJ判！1による一札鼎医師数  

診療科別笑求i矢帥   

ケ件の要求医師数は‖り人であった＝ 二れを．倒柳川りに兄ると、「内科」が：i5ノ、で仝件  

の：；l．！）％セJlとも多く、次し1で「轄形外相」1・り＼、「外科」12人、 「麻酔剤」「綻婦人科」が  

ともに（i人、「小児利・」がう人、「循環器科」「耳杵朋昭刊・」「消化ぷ挿トr川折りがともに  

′】ノし、「り抑一頗外科」「眼科」がともに」名、「皮柄杓」「吋l牧器粛・」仙射純朴」などがとも  

に2人必要との結果てあった。㌢た要求医帥劇がりしのi・診療什は、「神紺ノ川・榊経柑．i■  

「泌局ぶ珊・＿」、「緑人朴」、「4榊11科」及び「病理」であ一．た＝  

肝熟度別要求I矢帥  

「l’塙畑＿廿二才．！三／ノく櫻準匪帥机圭刃する不足数」及び「診瞭利別定鉦二村する不足医帥闇」  

を除さ、糾ケミ療施J2において今後要求を考えてい引医師数を車粟度別に調査し辛二屯要度  

の1十分は、「A：1人体制の好捕il明兆の政一J■て・〟）た〆＝二できるだけ眉批二必嬰」、Ⅲ：病院機  

能の充′ノミ、l煩く＝／べ・ルのl叶上等のために将来帆には必要」、「（、：その他」とした±   

駄jミlク細1i放l川人のうら、軒貴比川がJlこりし‘ニ竹．1％）、川lが：卓：j人i■ニ‡り．り9ら－－、け’≡が：ミ  

人 r2．7％）、れ要度I中か記峨烏しが二il人であった＝   

診妨げⅢ肋∴見ると、「Ⅰ与科」は川げ川八で、川1の7人をトトー川、どいノかとJ∴iば拒  

28   



榊勺仁二充足させナ十1診療帖／）佃舶；兄られるニ レベル上りの宴り許可油放で烏、㌣炬月刊・」  

が＝人∴「冊こ】一」に舟ゝで多く、「外杵」が1人、「循環ぷ刊・」「′j、児科」「麻酔科＿「制ヒ  

；奈川こi・㍗川紺i・」がともに∴；人など■てあノンた二貼に、蒼1和完を；嗣†⊥「冊じミ封ト「川抑‡－」直  
答：；人は批jミレ三帥数ノ）す／くてかしぺ叫Alであり、、・－1J亥，，瑚用・！丹帖ノ）碓睨が莞、務ヒな一一ノて  

い描川こが認められ．ら＝ 圭た、「伸甘い1ん、「棚手相いこi八いミ〕レベル章ご桐ゞ多く、】用  
の光量を亮≠ているもノ）ヒた‾え・プLる二   

拙ニレベル刷で・則ミしている十㌃勒1■－は、「常勤ll三i人体裾二L㌃避場労働の斬消．：「閏  

■芳三、退職、引き揚げ昔に伴う雷ⅦI万ゼロの解消．トなど切冥な＿l二射㌫け粧）必要作を甘えエも  

ノ）が多か一∴J∴   

地域別でほ、村山地域が▲柏ノし、最上地域がl（りし、押喝j柳城がかト人、け：両地域がご1人  

重安度別に兄スと、村山地域ではレベル刷が＝人ミニ；り∴】9らユ、盲l汗が  で．あーノたニ ニれを、  

ご∠ノし仁17．打％－、け1が2入り．二けい と川iが刷を大きく 卜l‖トノた二 jlト＝阻域では、∴へ】  

はゼl」、川1が1人であった。昔日鋸虹・戒て・は、iAlが∠二i人（ト2．1qい、囲が1ノ・＼（ニ！＿㈹，－  

ヒj．へげ際1■／‘．′ノて多か／ノた＝山勺地域では、刷がh人、凧が5人、州がl八土葬求…巾  

敗ごう人のうち半灘県1ヰ分．三己範がなく、前■j封如）美恵がt・分把捉できなか－・ノた二  

章蔓≡こ：蔓 L膏了▲一‾㌘   rll】【丁‘‡′ニ晋1■■‾い  

黒l   



放射線科   2  

病理   

麻酔科   4  2  8  3  

内分泌代謝内科  2  2  2  2  

合亘†   46  14  22  2  5  28  23  25  6  5    】】0  43  33  3   

÷「要求医師数」に記軟かあるが．「萱草度別」に記載がない回答施設があるため、要求医師数と内訊よ必ずしも一致しない  

． ． こ、     ：：・・て、 ● ∴‾＝    ・ヲ‥ ．・・1  

村山地域  最上地域  置賜地域  庄内地域  合計   

内科   30．4㌔   57．7％   179㌔   39＿7？i  31＿9％   

精神科   2．2，i  0．9，i   

神経内科（神経科）  3＿6でも  0．9％   

呼吸器科   2．2％  3．6％  1＿8㌔   

消化器科・胃腸科  7．1つi   7．9㌦  3．6㌔   

循環器科  7．1㌔   7．9うi   3，6？i   

′ト児科   6＿5†i  7，1％  4．6％   

外科   6．5％   28＿8％   10．7％   1l．9㌔  10．9㌔   

整形外科   17．4％   9．6％   7．1％   ll，g％  12．8％   

脳神経外科   4．3，i  3＿6？ふ  2．7㌔   

皮膚科   2＿2％  4．0でり   1．8？ふ   

泌尿器科  3．6％  0．9ワら   

産婦人科   4．3％  3．6％   】2．7ワふ   5．7？も   

婦人科   2＿2％   3．8㌔  ト3％   

眼科   4．3㌔  3，6？i  2＿7％   

耳鼻咽喉科   4．3％  3．6㌔   4▼0ワ○   3．即。   

放射線科   2．2㌔  3．6％  l＿8％   

病王璽   2．2㌔  0．9％   

麻酔科   8．7％  7．1巧ふ  5＿5でふ   

内分泌代謝内科  
7．1でも  ト8ても   

100．鍋   100．ぴi   100．0％   1000％  100．0㌔   

ー 手：ニ  ： 7 尊′ト葺浄若や ≡・；∵壇き二1ミl＿竿 ∴ヒ■」i巧二しr′l掻ト●1－†  

村山地域  最上地域  置賜地域  庄内地j或  合計   

内科   40．0％   17＿1％   14．3？も   28．6㌔  100．ぴも   

精神科  100＿肌  100．0ワふ  

神経内科（神経科）  100．αも  100．肌   

呼吸器科   50＿0㌔  50．0ワム  100＿0㌔   

消化器科・胃腸科  50．0モふ   50．0㌔  100．飢   

：；（）   



500り℃  50．0？q  】00．仇   

脳神経外科   66．7㌔  33．3？・。   100．Oe。  

皮膚科   
5009ム  

500？も   す00．α。  

泌尿器司  10D＿0㌔   循王貢器討       ヰ0．0？。 ！4．3でふ      小児科 整形外科  60．0㌔ 57．一号¢      100＿伊。       21＿4雪ふ  iOO．0㌔                           ⊥            産婦人相  32．3つ℃      5！＿即ム  ！0〔芦．0旦ふ   
婦人科   71．4㌔   28．5‰  】DO．08t   

眼科   66．7ウ乙  33．3？ふ  】00．αム   

茸鼻咽喉科   500ワも  25＿0？■ム   25．0り。  1DO．0％   

放射線科   50．0？も  50．0つも  100，併ふ   

100．0号ふ        100＿仇   病理            麻酔科  66．7㌔  
川）維職医師数及び離職矧Il  

紬酢吼－7三帥数の抑移   

仝休では、、】二戊1′1隼】士；小∠7ニう人に対L、十戒1うfl三度が∠封入で前申出二比べ11人用  

如したこ 参考までに、平成1りで巨捜（ハ離職閃帥数は1■1∠人であて′Jた二   

地接別では、川！l地域は、l（戌l牛勘史＝・巨人が、ド戊lン隼度1：‡8人で11人用、最上地湖烏  

1∠八か・■．1‾7人でう人州、椚昭柚域は57人か〔ノ5バ人で1人用、圧内地刃再∴り人力■ニーノア1  

人でl人j・‡空となっており、すべての地域で雅職医帥が上皇川Ilした二  

、卜戊11牛皮調川断行放て別人について′㌣明弘情理両々見ると、「閃．，り＼1ji、二より他病振  

／＼」が＝＝人 月（う．7（モい とJlこも多く、次いで「ノ了H甘りへ」が7ニi八 くご5．7（モい、曹′J汁）  

人・＝以外のj＝肋＝によト他病㍍へjがご〔）八一7．（けい、「聞‘莱」がⅢ人 用．7リそ，き、「．退職  

が丁人（′二三．う？i，～、「その他」がrl人lこトl？る）であーノた一   

巻ぢ・までに、巨戊川甘皮の離職理刷別比率を兄上と、什ノミ†．】ハ∫j〔により他病㍍へ＿ が  

1ノl．∠？bとムとも多く、次いで「ノこ一1叩三日ノ‾＼」が2バ．∠％、「関り∵がり．tjO一ら、rう馴机が∵．バ0ら、  

「巨局人中半ルレ）矧j‡により他病院へ」が∠．】％などであった二「閲1∵によ引酬附拙1  

が二！番＝て・ 、そゾ）比率もサ成H‥牛虎よりニ；．1ポイントトい！していることが侶供的∵ト   

ノLノニ  

戌h什一度及び十戒1川二度1舶虹ヒ頼  

く李件＞   

、ド成】「牛皮こ／）脚歓矧l．に、との離職音数を1肛甘皮し比較すると、「閉業」が、1沈il；】ニ  

．■Ji   



度はl！I人で嗣l二比と封じはなか′＿ノたニ「ノこ′一神ミノ．．ト」は7：りしで！I人jlや、「退職＿トは7人  

でり入滅、「】項，占ノし■j汀二よ畑地病㍍／’、」は＝‖人で】二人州、「医局人≠拙仲川ニーl＝＝によ  

ij他病院へ」は∠り人でパ人増であった二「阿∴り＼●いこより地溝院へ」りこJ7：阿．‾い＼」ぴ）  

川吊1による雅職昔釣や欄が仝件の増ゾ）1こな烈ノこ】とな′ノていヱノニ  

く二地域別＞  

・対1勺長ぃ川三度嫌職者致を地域合．汁で見ると、付l仙軋域が■卜人、最上地域が5人、iナーr  

拗地．峻及び旧勺地域がともに】人増と余地城で前牛皮に比べ増加したご  

・村山地域：「開業」が、ド成11年三度はlり人でl廿牛皮に比べ2入滅、「ノ、・■汁7三上巨＼」は  

裂巨人で（i人州、「退職」は5人でIう入滅、「医一言人胸こより地場院へ」は85人で1  

人増、「医局人事以外の刊用＝二よf■）他病院へ」は！I人で】人増であノノたニ  

・最上地域：「糊柴」がl人で1人増、「ノく苧けミけへ、」は！）人で」人増、「退職＿さはり  

人で増減なし、「医H人・恒二より他病院へ＿」は7人でl人増、「医J．う人中山、外の珊Il  

により他病院へ」はり人で増減なしであった二  

・置賜地域：「開業」か（i人で／l人J軋「大学医局へ」は2（i人で川人増、「退職」ほ1  

人でl入滅、「けJ‖ユ人り＝二より他病院へ」は∠2人で7入滅、「医局人≠＝外肌理1」‖二  

よil他病院へ」は∠人で1入城であった＝  

・庄内地域：「閉業」が2人でニi入滅、「人子医局へ」はり人で1卜人減、】■j馴机 はl  

人で2入滅、「lり‖りし－いこより他柄1‰へ」はノ17人で13人増、「PJ‖）人諷以外の理＝†  

により他柄院へ」はミl人で：i人増であった＝  

■ 孝三・   鶉鴇しi言結二∵．！■潮蝿三等壬；ノ搬二塊■巨  

村山  

合計  構成比   
地域   

回答施設数  16   4   8   10   38  

平成14年度離隠医師数  134   12   57   70  273  100．0？。  

A：開業 ■   施設数   6  4   

人数   12  2   5   7．Oqb              19  

B二大学医局へ   施設数   8   4  4   】7   

人数   23   5  16  20   23．4？ふ             64  

C：退暇   施設数   4  2   2   8   

人数   2   3   5．9％  

D二医局人事により他病院へ   施設数   10   2   4   6   22   

人数   80   6   29   54．6％            34  149  

E：D以外の理由により他病院へ  施設数   3  2   3   8   

人数   8  3   6   6．2？ふ              17  

F二その他   施設数  
2   2   5   

人数  5   2   2．91；口  

度離職医師数  138   17   58   71   284  100．仇   

二i2   



A牒乳業   

B：大学医局へ   
施設数  5  ロ  2  ‾盲1 ‖   ヨ 67ワーー     人数  了0  ロ  6  2    19   ‡  封H14  ～去‾丁  l  4  ∠ゝ 3  n     牢讐」  

Z6   

人数  8  2 9 4  4   5  し L－5  257P。  
Cニ退隠   施設数   4  

人数   5  2．5ワム  

対H14   △ 6   0  ロ   
内  
訳  
D二医局人事により他病院へ   施設数   12  3   4   7   26   l  

人数   B5   7   22  47   56．7誓ふ  

対H14   5  1 n7 13  12  

∈二D以外の理由により他病院へ  施設数  5  4   10  

人数  9   2  9   7▼0？，ふ  

対日†4  3  

F：その他  
施設数   

4   

人数   1．4でも  

対H14  

0  

蔓10年定離掟医師数  100▼αム   

施設数   0  △，l  l  3  4         △ 4    △4 142       99  3  18 l  
人数   8   9．9㌔  

施設致   5  2   1  日  

人数   28．Z？も  

A：開業  施設無  

人致   2  2．8ヤ〃  

D：王墓局人事により他病院へ  施設数   8  2   3   Z   15   

人敦  58   3   8   B  54．2警も  

E二D以外の理由により他病院へ                  施設数  2  

人数  2  3  

F二その他   施設彗   2   

人数   3  4  2月？ム   
内  

28   4  B  

一l侶づ緋邪郁1i一人1た叫瑚備ヤ翻 上目か廿叫生瑞’i：丁・ド」）   

甘勒医師 一人1たり隼問宥ハー新刀施設分布を見ると、仝朝では「i5，伸（ト却再伸十iリ   

が〃砲識∵≠∴i（！（1．〉 ヒftい，多〈、次いで「1り．川）り「一ユニ、川肝「＝＿∴か7施設 一川．㌣弘一1  

訓亘刷）丁・】lト＿lが〈う施，三’‡′l・1∴；％Jであ一＿）た二  

地域別では、・け両地域、帯腸地域、け「勺地場は「11．川）（ト鮎川）り†・】lj」がJlとも多t∴   

それそサル）割合は（吊．（）％、77．バq（，、Hホ．（）（1こ，であ一ノた一Jl＝・地域は－却，＝川）丁－＝卜＼ノが】  

′■■√）  

l、）   



施設のうち」砲．投セム・とも多く、陸側欄紆勘二おいて給与面で配慮⊥ていることがうかがえ  

ん  

† 
貫き昭「〕・－ ≒一 －】年若青≡㌔睾き 二  

‾・‘・ご■  

（単位こ千円）  

村山地域   最上地i或   置賜地域   l主内地域   合計   

回答施設数  20  比率  4  比率  9  比率  9  比率  42  比率   

2  4．8サー   

10，0（氾千円以上15．000千円未満  4  20．0％  l  25．0％  l  11＿1㌔  l  11．1㌔  7  16．7％   

15．000千円以上20，000千円未満  12  60．0％  7  77．8？i  8  88＿9％  27  64．3㌔   

20，000干円以上   2  10＿0％  3  75．0％    11．】％  6  14．3㌔   

（注）「比率」は各区分の施設数を全回答施設数にて除したもの。  

111）非■常勤医価・人、！1たり、lそ均報刷新（、I（成15了＝変り≦範：丁－Iり1  

：1うたり平均報酬勧の施．甘分布を見ると、全体では「5川）丁・H来満」が   非常勤匪帥・人   

jl之も多く、Il施設…．・1％）、次いで「1．5川卜2，り00■丁一Iり」が∴砧設－’21月％1であっ   

た＝ ニの結果を比ると、フルタイムよりやH等の勤蘭灘闇が多いことが1かがえる二  

地域別では、村山地域は「L5（）り、2，（）川卜手一】】J」（こi5．7％・、最卜地域は「∠，川）り－－ごtさ川）   

千＝」（l札7％）、耶腸地域及び由勺地域は「5りり 丁・円木捕り（封川％、17．1％了，がilとも   

多〈、地域あるいはけ淵隠；昔の応指揮油Ii必安性等のうプ．諾‖拙け販瀬しているもク）と推察  

される．  

一芯1  
妄動厚紆・－ノー、．当十㌧主管凝闇㈲汗帝 ㌧基腐項  

（単位：千円）  

村山地域   最上地域   置賜地域   庄内地域   合計   

回答施設数  14  比率  3  比率  8  比率  7  比率  32 比率   

500千円未満   3  21．4？も  4  50．0％  4  57．1㌔    34．4ウ○   

500干円以上1．000千円未満  3  2】．4㌔  3  9．4㌔   

1，000千円以上l．500千円未満  l  7，1％  ロ  33．3つふ  口  12．5ワi  3  9．4？も   

1，500千円以上2．000千円未満  5  35．7㌔  12．5％  l  14．3ワ■  7  21．9㌔   

2．000千円以上2．500千円未満  2  66．7％    12．5％  3  9．4りふ   

2，500千円以上3，000千円未満  l  7．1？i  3．1ワふ   

7．1％  12．5％  2  28．6つi  4  12．5㌔   3，000千円以上   
く注）「比率」は各区分の施設数を全回答施設数にて除したもの。  

（1㌢仁常勤医胴・人、tlたり榊i巨ド均手、l招宴（半J友11咋度り王寺Ji： 丁－＝）  

帖l肯けト勤務■「ti、特殊勤務下、11、宿＝直二手二！1‘キ（ハ匪朝jに支給さブLている手、11伽の施．．1   

分巾を見ると、仝仲1・は、「H，り（．）り、ミ）川川卜f－1り」「リ．川）（卜1仇0Ⅲト十＝＿J「川，川）（卜11．り州  

ニレ】   



丁一トリ．iがともに－‖お設r＝L↑㌔■リ∴二の手二！雄据で仝作〃）ニ；割をt】i〆ノている＝また、＝エ川頒  

丁・＝＝ト十がパ施設一刀L【）t，ユ で・＝ケの1を占わている＝ 一ノJ、一 誹甘巨＝け未満」が1呈  

巌1；笠；∠8∴∠（1い！二約：；′，軌．二川君り「1．仙（）丁一＝未満」∵い刷ト」エ伸（）＝廿．！1プ、＝川う  

「＝H、卜」の 二梯化が了′かがえヱノニ  

i■空電：ニ：1j         ll」J  

村山地域   最上地域   置賜地域   庄内地i或   合計  

回答施設数  

l．DOD干円未満   0－5％  1119ム  3  7＿7誓ふ   

】．000千円以上2，000千円未満  2  10．5㌔  2  5．1でゎ   

2，000千円以上3，000千円未満  2  10．5％  14．3ヤふ  3  7．7？。   

3．000千円以上4，000千円未満  2  10．5％  

4．000千円以上5，000千円未満  l  5．3？ふ  

5．000千円以上6．000千円未満  

2  5＿l㌔                    l  2．6％  
6．000干円以上7．000干円未満  l  5＿3％  14，3％  2  5．1㌔   

7．000千円以上8000千円未満  l  5．3つi  11．1マム    14．3ワふ  3  7＿7つⅥ   

8，000千円以上9β00干円未満  l  5．3％  l  25＿0ワ占  l  1ト1㌔   l  1ヰ．3㌔  4  10．3？ム   

9．000千円以上10，000千円未満  2  10．5％  2  28．6モも  4  10．3ワふ   

2  22＿2ワふ  4  10．3竺も   10，000千円以上11，000千円未満  2  10．5モふ  
‖月00干円以上1乙000千円未満  l  5．3でも  2  22．2ワも  3  7＿70も   

li＿】ワム  2  5＿l？b   

】3，000千円以上14．000千円未満  

15．000千円以上   1乙000千円以上13．000千円未満  l  5．3‰      l                 l  25＿0で廿  口  11．1？・ん      2  5＿】％  14，000千円以上廿000千円未満   ＿＿⊥空   l l  25．0モi 25．0？○      ロ  14．3％  2  5．1？ふ              2  5．1qら   
（注）「比室」は各区分の施設数を全L司答施設鼓にて捺したもの。  

′1：い 肯助附油 一人、－けこり榊究プ㌢ 叶戊1ト㌍疫ノ片品：丁一Ilj）   

仝作では、「∬臣千＝木溝」が］」嵐i’ヱりご．！）％j 七最も多く、次いで「∠〕（ト1t）（）ー＝」   

が出品昔l轟．い0イ′で1伸†・！リ」こ満」で∠り施一昔fH∴膏‘，j ヒ71糾ニノ、卜に〔ノ）ほり、J’ノ而   

に対する研究助成の厳しい現状がうかがえ乙二．  

（二撃イ立：子円ノ  

村山地域      置戸罠地士或   庄内地域   合計   

回答施設数  11 比率   3  比率  9  比奉  5  比率  l  33．3？，  4  44．4㌔  3  60．0？も  12  42．9¢Ⅵ   
千  2  1a．2？ふ  5  55．6？D    20．Ol！ふ  B  28．6日Ⅶ   

千  3  27．3？ふ  3  1D．7で。   

250千円未満  

250千円以上500  

500千円以上750  

●I‾  

．）．l   



750千円以上l，000千円未満  

1．000千円以上1，250干円未満  

1．250千円以上1．500干円未満  33．3％  20．0％  2  7．1ウ。   

1．500千円以上   2  18＿2で，    33．3％  3  】0．7㌔   

（注）「比率」は各区分の施設数を全回答施設数にて除したもの。  

4 患者数について  

（li．診療科別・＝ヤ均人院悪、音数巨ド成】うでH空っ描il  

匡二司   

「内相」が∠．1i鮎∴りしと最も多く、十人院患者数軋157．汚人のニjニ；．】％を－1iめている∴次  

いで、「外相」がl，lり！）．5人（1ニj．【i％）、「整形外科」がl，りノ11．】人（●】2．バ％）、「駆挿Il拝外  

杵」がう3！）．六人川．（i％）、「小児科」が・1㈹．（ミ人（5．1i％）、「耗婦人科」が・・13・4．！1人′5∴i％．〉   

など七な一ノている1  

地域別の特徴  

村山地域二「内杵」がl∴i52．ー）人り也Ⅰ丸汁・1．225．5人の二‡2．（）％）とJlとも多く、次い  

で、「繁形外科」が醐5．6人け】∴j％）、「外相」が12・4．”ノ＼（】2∴】％）、「り嗣中綿外杵」  

が27ニ主．5人絹．5％）、「産婦人科」が2机．7人用＿3％）、「小児利一」が2朋．1人（′5．お％）  

などとなっている。．同地域は「産帰人件」の割合が6．う％と寺汀卜半旦Jに∴j9ら）を卜  

回っている＝．  

最上地域二「r勺科」が255．う入り地域▲汁1（）ニいi人の1り．7％1と人l㍍忠行の・半分刃、卜  

が内科となっており、全体、l（均の二jニ！．1％を大きく＿．l∴回っている＝次いで、「整形外  

朴」が州．2人‖7．リ％l、「外科」が（乱1人（1こi．1％Jなどとなっている：リノ、  

「小県杵」軋3人tl．1i％）、「確帰人朴」12．（）人（2．4％）は仝作、ド均（5．（；％，、1∴！％さ  

に比べ構成湖たが低い＝  

置賜地域二伸用－」がノー1ノh．！り＼（地域バトl，587．（りしの∠ホ．1％1とノ．1とも多く、次いで  

「外札！が17ニ‡．2人（1り．（）％）、「整形外科」が…．7人川）－ご％）などとな一∴‾い  

るご 同地域烏「′ト児什」が地域パ甘丹．7％を，】fめ、全作、ド均（5．（i？ムー を人き〈卜回  

っている一＿  

庄内地域：「内杵」が捏＝∴巨人＝虹域．汁l．刈】．1人の3ノ川％う とぉこも多く、領・－で  

「外科」が：‡・15∴1人（18．パ％）、「捌＝之外科」が】ペニi．Iりし（1（Lり％）セな・．）ている二  

同地域では、抑＝芯器利・が2．粥ムと仝†本一こド拘り．（i％）を大きく卜】珂一ノている＝  

：ご、山一 ・－1 －  い雫鳶蓬牒∵刃ポニIi＝ ニ澤7一て‖り  

村山地域  最上地域  置賜地域  庄内地域  合計   

回答施設数   2l  割合   4  割合   9  割合   10  割合   44  割合   

内科   l．352．0  32．0％  255．5  50．7％  445．9  28．1㌔  643，3  34．9？ふ  乙696．6  33．1％   

心療内科   0．2  0．0モム  0．2  0．0つ。   

精神科   54＿8  1＿3％  140．2  8．81－  11．6  0．6誓ふ  206．6  2．5qo   

：汀；   



神経内科（神経科〉   
n   

57＿3  3．6やム  39．5  Z＿】モも  24了月   3、Dモ¢   

呼吸器科   】04＿1  2．5り○  】5i、9  3．6ロも  
消化器科・胃臆科   89▼2  2」㌔  

471  ll？0  63．1  4．0～¢  130．3  7．1㌔  282．6  35？¢   
アレルギー科  循環器科  

i  46．5  2．9㌦  44．9  2風i195▼5   240ゎ                                  25う  1．6㌔  54．3  2＿9㌔  】26＿9  ト針－                      「‾‾一   
-il_Z1 

244＿5  5＿8でも  8，3  1．6で′ふ  153＿8  「1一Tl】′ コ㌧／・○  54．0  2．9㌔  ヰ60．6  5∈i？。   

524．9  1Z．4でふ  66．1  13▲1㌔  ！73－2  10．9㌔  345＿4  18＿8で℡  1．109＿5  13＿6？。   

605，6  】4．3ワ占  90．2  17．9号ふ  161＿7  10＿2モふ  183．6  10．0㌔  】．041＿1  12．8？も   

】3．4  0．3？ら  2．1  0，1㌔  15＿6  0．8㌔  31＿】  0．4モ8   

273．5  6．5琴ふ  37．5  7．4㌔  111．9  7．D？b  116．9  6＿3％  539＿8  6＿6㌔   

リウマチ科  12＿4  0＿3％  7．0  0＿4㌔  19．4  0＿2㌔   

心臓血管外科   41．2  1．0㌔  20．7  1．3㌔   3．0  0＿2㌔  64．9  0▼8ヤー   

小児外科  2．5  0．1ワも   2．5  0．0％   

皮膚科   33＿9  0＿即ふ  5＿2  1、0％   6．4  0．4？も  10．8  0．6㌔  56．3  0＿7㌔   

泌尿器科   】ヰ2▲9  3＿4％  】6．4  3．3？ふ  60．0  3．8％  47＿3  2＿6でふ  266．6  3▼3竺b   

産婦人科   264．7  6＿3ワも  12，0  2．4㌔  71．1  4．5？b  87．l  4．7乍ら  434．9  5、3？占   

産科  23＿4  1．3？も  23．4  0．3？¢   

娼人科  2＿6  0．2㌔  2．6  0．0㌔   

綬章4   55，6  l．3㌔  2．5  0▼5ヲb  ‡4．9  0＿9ワふ  15．4  0．8％  B臥4  1．1？℃   

葺品咽喉科  92．4  2．2？ふ  9．7  ト9㌔  2了．5  1＿7？も  38．4  2．1％  168．0  2．1ワふ  

リハビリテーション村  126．2  3．ぴ℃  126．2  ト5？も   

放射緑科   42  0＿1ワふ  4．2  0．1雪ム   

病理  
－】  

0．9  0＿7   0．2  0．0でロ   1＿8  

こう門科  

歯科口捏空外科   2．5  0＿2ヨム   2．9  0＿2ワも  ‖主．3  

1▲2  0．1？○   2＿2  0、0う。   

麻酔手斗  
（注）「割合」は、各項目の数値を、「合計」の数値で険したもの。  

巨㌧たり  は帥（骨’勒，・人－－l   

く仝仲＞一巨な診療科一   

患打数の多い診頼科て烏、「リハビリテー】こ・≡jン什」が21．りノ・、．「再科＿ が1コ∴ミ人、   

り前車甘外車」が1∠．（り＼、「幣胎外杵」が11．（）ノしなと1ニ目し、患打払ノ）少ない」叫用   

ては、「皮柾目トが∴J人、佃雄一」が∠．ニ人、「彬成外相」が∴；．う人などであ∴＿イ∴  

‘】‘■  
．）J   



＜地城別＞  

地域．汁では、村山地域が∴8人とムとも少なく、次いでJJ」勺地域が7．（り＼、最上地域  

がお．り人、苗腸」地場が8∴う人であ′ノた。  

・内科：ヰ川l地域が川∴上人、ヱ1と仁地域が川．（与人に対lノ、Ji三内地域が＝Ll人、箭陽地  

場が17．バ人と各∠地域がそれぞれ同水準の思考放とな′ノている。  

・神経内科（神経科）：笹腸地域が‖∴巨人、は1ノ」地域が1ニラ．2人、柑lIり地域か汚．・1人に  

対L、jl主上地域がり．り人ヒな一ニノている。   

・小児科：最卜地域がノ1．2人、庄内地域が1．1人、柑I」り地域が7．（l人に対L、祈腸地  

域が】5．・1人で最上地域及びJl三内地域の3情以上となっている。  

・タ摘斗：最上地域が（う＿6人、村川地域及び置賜地域がともに（う．り人に対し、圧両地域  

がバ．り人と他二‡地域に比べ多いが、際－tト．）た差期よ比られなか・．た‥  

・整形外科二巌仁地域が12．り人、村山地域が11．」人、はl勺地域が川．∠人、閏灘射也城  

が！）．5人と際立った差異は見られなかった。  

・脳神経外科：村山地域がぎl．・1人に対し、最上地域が18．8人、郡賜地域がl（i．り人、  

伴内地域が川．7人で本川l地域は他ニi地域の釣下分となっている。．   

一 皮席料こ最上地域が2．ti人、木川」地域及び断腸地域が2．1人に対し、圧内地城が：iJ  

人と他3地域に比べヤや多い．。  

・泌尿器科：十j‾山地城が5．う人、ぬ勺地域が5．q人に対し、ilと仁地域が軋2人、声闘I坊  

地域がバ．（りしとやや多くなっている：ノ  

・産婦人科：は内地城が8．7ノし、村山地域が8∴j人、耶腸地域が7．り人に対し、最上  

地域が】∠．り人と比較的多くなっている。  

眼科：jl＝・．地域が1∴j人と最も少なく、本川l地域及び伴内地層がともに2．（iノ＼、耶  

腸地域が∠．】人で、ili卜地域以外のニ！地域ではほとんどフ上がなかりたニ  

・耳鼻咽喉科：付出地域が■れ／l人、耶腸地域が■・・1．6人、最上地域が・1＿り人に対L、Ji三  

内地域が（う∴1人と若∴1二多くなっている。∫  

キ』＝  －－∠′ T廿－－ノ 圭■・たi－ ［∴こ＝！r】人音喪章㌫ 雄：乳ノ！い≡宝桓毒・」‘ン■‘ミ  

（単位二人）  

村山地域  最上地域  置賜地域  庄内地1或   合計   

内科   10．3   10．6   17．8   16．1   12．3   

精神科   3＿9  15．6   2．9   7．7   

神経内科（神経科）   8．4   0．0   14．3   13．2   9＿5   

呼吸器科   8．0  7．8   15．0   8．9   

消化器科・胃腸科   5．9  4．2   9．3   6．4   

アレルギー科   0．0  0－0   0．0   0．0   

小児科   7．0   4．2   15．4   4．5   7．8   

外科   6．9   6．6   6．9   8．0   7．2   

整形外科   】1．4   12＿9   9＿5   10＿2   11．0   

形成外科   3．4  2．1   3．9   3＿5   

誹   



9一々   18．8   

16．0  16＿7  12．0   

12．0   6＿2      仁3  1     3．2  4．6    6．9  0．6  38  ［空  2．l      2＿5  ト3   2．6  2．1 8．6  3－6 5．9  ∠．J  ［‾‾ 5－5  8．2    6，2  招    8．3    7＿9  8．7  和 呂・4i   呂．4一   

小児外科   

皮膚科   2．l  2．6   
泌尿器科   

産婦人科   0▼0      2＿5  ト3        2．1  3－6  ∠．J 6，2    ［‾‾ 5－5  8．2  8．6  5．9    招    8．3  12．0  7＿9  8．7  和  7＿8  7．8   
産科  

婦人科   0，0  0．0   】，3   

眼科   2＿6   1．3   乙1   2▼6   2．5   

耳鼻咽喉科   4．4   4＿9   4＿6   6．4   4．B   

リハビリテーション討   25＿2  0．0   21．0   

放射線科   0＿2   0．0   0．0   0．0   0＿1   

麻酔科   0．0   0＿0   0．l   00   0．0   

病理   0．0  0．0   0．0   0．0   

歯科口腔外科   0．8   l．0   1－0   

歯科   0▼2  0．6   0．3   

5．8   8．0   8＿3   7．6   6．7   

＜病院種側＞  

内科二「！＿圭＝′二」が・j．8人とjlとブ，少なく、＝半量作」が川．（ト人、「±一こJ′ニー±－こ的」が15．り  

人、「私的」がプ8．り人となっている二  

小児科二「私的」が1．ご八とilとも少なく、次いで「之‘ト工∵公軋」がノ1．（り、、圧而≠  

が1．（）入に対†ノ、いミト■′二が川．！り＼と他矧㍍柑別のノ1イたゴ弓カり、ノ約15イJ∴・i）人l；二王ノ；エ者放と  
J．  ・一′‾・1ツ  

ー ・．し■ノ、1・一左Jニ  

タ持斗：「回lりが・1．1人とJlとも少なく、＝右肩膵」が（う∴′】人、「1‘ト工・1二こ的」がト．1  

人、「私的－！がざ）．バ人であ′ノた二  

・脳神経列科：「国立」が↓1人と頼めて少なく、「＝冶棒」がl卜】ノ＼、目上立・公的」  

が】！し7人、「拙作．がごコ、l人とい；i立以外ほほほ同水準であ′ノた＝  

泌尿器科：「用木＿ が2．5人と最も少なく、次いで「‡こ、’′ ニー州1が7．1人、「】－‡洋子  

作＿三が7．∠人、「払叶Jが∴（；人で「国立」以外はほとんヒJがなカ▲・ノブ二  

産婦人科：「川、しが一1．7八に対し、「ユーこ立・公的」が軋7人、■什治作」が！）．ご／、、   

「私的」が！うーリ人で圧服二」以外はほとんど差がなかった二  

眼科：「公ケ・公Ⅰ■削がl．G人ノ11こぞ，少なく、プ・こいで「「肘二」が乙5人、！＝冶根  

が2．バ人、「私的」がプ．7人であった‥  

耳鼻咽喉科：「杜＝Lが∠．8人L最も少美く、プこいで「卜肘二」が：；．＝人、「公．’－ニ ノ′■、  

的」が・仁∠人．イ・は往＿■が（う．三人であ1た二  

、；！さ   



几 11－－   1挿＝ニ仁一＝ニ・J否   ′  ．山＿  
ニ人′ニ㌻「、7丁∴  

（単位、人〉  

国立  公立・公的  自治†本   私的   全†本   

内科   4．8   15＿9   10＿0   28．   12，3   

精神科   6＿1   14．3   6．2  7．7   

神経内科（神経科）   14．1   11．0   7．0   0．   9．5   

呼吸器科   17．4   0＿0   16．0   3．9   8．9   

消化器科・胃腸科   0．0   1．0   10，4   7．2   6．4   

循環器科  0．0   5＿5   6．6   4．1   

小児科   18．9   4．6   5、0   l，2   7．8   

外科   4．1   8．5   6．4   9．8   7．2   

整形外科   4．1   10．8   10▲6   2t．4   tl．0   

形成外科  2．8   3．5  3．5   

脳神経外科   3．3   19．7   1l＿4   22．1   12．   

呼吸器外科  3＿2  3．Z   

心棒血管外科  6．2   2．5   3．0   3．8   

小児外科  乙5   0．0   l．3   

皮膚科   2．1   】＿8   2．4   4＿1   2．3   

泌尿器科   2．5   7．l   7＿2   7＿6   6．2   

産婦人科   4．7   8．7   9．2   9．9   8．4   

産科  7月  7．8   

婦人科  2．6   0．0   1．3   

唄手斗   2．5   1＿6   2＿8   2．7   2．5   

耳鼻咽喉科   3．0   4．2   6．2   2月   4．8   

リハビリテーション科   22．6   12．1  28．5   2ト0   

放射線科   0．4   0．0   0＿0   0，   0．1   

麻酔科   0．0   0．1   0．0   0．0   0．0   

病理   0．0   0＿0   0．0   0．0   0．0   

歯科口腔外科   l．3   0．8   】▼2   0．4   ト0   

歯科   0＿0   0．0   0．7   0＿0   0▼3   

合計   5．3   7．7   7．0   13＿2  

1つミ療施，；笠ヘリ）人院患音集中化の状況   

地域び）診頼朝一別人I危忠行数について、l号塵施ば＝．・．トンニ（ニ＝、‡まで）の一Iiめる比サを．怯に、  

医頼潤＝二おけるl姑舶砲ぷへの里中化状況を比較した＝   

村山地頭∴J細則廿合計ては、卜位1施㍊・・ご1てrトノ）11．付％、卜†、■′二∠ヱ品i貨で：iり．コ％と：う   

湖を1㌧れ、＝立1施i設では・・ト1．5％をrliめ′・ごいる：li診療什別では、＝施設で地域差朝滝   

カ′卜している謝酎：1・は、「循環器科」「呼吸器外刺」∴L、頂内科＿i「l■紆杵」であ′ノた二  

′＝  

lr   



卜に2払，設で地場仝祢をかトlノているのは、「形成外相」「l萄利・＝脛外利」「心臓血  

にご用亘，i貨で地域仝朋二 
了i∵川ヰト‾よとてあ・ノア・－ 卜をカバーしているこハは、「放射相手：ト」  

であ1た －ノノ＼ i二に∴；施言芝ゾ〕比やが羞．しも低い†在施設に分散さブ乙てい三ン ノ）はま巨、J  

「・酎紗卜杵」が朝．89右、次いで‾ 村」が・！1∴‡？ら、 外杵ノか≠届灘なとであ一ノた  

買上地i或：仝件て・1施，i‡とけ数が少なtlこともあり、J津H半合計ては、トい二l施一昔で  

眈甘旬≠里）∴（j？（J、卜．位ご施㌶‾∴照．（j｛弘、けン∴り電設で伸バ％に透してしユる二▼診療  

科別では、侶附」「外科」「整形外杵」を除き、すべて1施設で地域全件をカバーす  

し■いこ．  

置賜地域：合一汁では、卜位l施設で全体の二廿：5与ら、［二位2施設で57．5誓ノ、巨†）ン：：日毎  

設で71＿（iq・らと7■剖＝、上に遁Lている。．一針庫利別では、1施設で地域仝体をカ／トー1ノて  

い㌃診療科は、「形成外科」「歯科Il腔外科」などであ1ノた」司じく上位2施設で地域  

仝俸をカバー・・Jノている抑・ま、「神拝内科i神経剤・）」「循環器科」「皮情杵」「心臓血㌍  

外科」」‾消化器利・」引接科」などであった。同じく卜位ニi隠－‡で地域全件をカバー！  

ているのは、「小児科」「坪井咽喉科」「精神科」「庫婦人科」「田淵・」などであった‥  

一ノノ、＝王〔ニり毎，1‡の比率が最も代いのは「内科」がくうぅ．5（佑、「外科」が8：i．5％、「整  

形外札」が桁．（）％などであった。  

庄内地域：合計では、1■．位1施設で全体の27∴う％、L二位∠施設で5り．甘％、1二位二りあ  

‖■‡で（it）．ノ1％と約7割を－I了めてL・ゝる。診嫉杵別では、1施設で地域全休をカ′トー宇ノてい  

る，診咄村は、「心臓IrI荘子外相」「精神科」「小児外科」な㌣であ一ノた＝l司しく 卜了1．’′二」施  

設で地域仝倖をカノ（－しているのは、「神経内科r神辟御上「循環ぷ周一」「形成舛刊＿  

「菌科＝腔外相」「汀i化筈三拝ト1－川締l－」であノノた＝1イよ二川包i∴トニ地域仝ij：こをカバー！  

ている刷ま、「皮眉目J「耳片桐喉利」「産鋸一し杵」川用・」て・あったニ ー・ん、卜†、一／∴j  

施設ゾ）比辛が月．とも砥い 糾嵐】芝に分散円山乾さゴとているノ刷よ「外科」で1【i．1（！ゎなど  

であった＝  

・＝   




